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　江戸時代
� 香川県立ミュージアム蔵

　サイコロを振ってふりだしからあがりを目指す双
すご

六
ろく

（絵双六とも呼ばれる）が、
広まったのは江戸時代である。当時、主流だったのは「道

どう

中
ちゅう

双六」と呼ばれる、旅
をモチーフにしたものだった。今回紹介する資料は、金

こん

毘
ぴ

羅
ら

街
かい

道
どう

を描いた道中双六
の刷り物である。
　江戸時代、金

こん

毘
ぴ

羅
ら

大
だい

権
ごん

現
げん

（現在の金
こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

）は航海安全の神として全国に信仰
が広がり、多くの参

さん

詣
けい

者
しゃ

が訪れた。当時、主な参詣ルートとして、高松街道、丸亀
街道、多度津街道、阿波街道、伊予・土佐街道の五街道があったが、この双六は高
松街道を描いたものである。
　右下にある「まいりはじめ」と書かれた最初のコマには、「おはやし」（御林）と
ある。道しるべがあることから、仏

ぶっ

生
しょう

山
ざん

法
ほう

然
ねん

寺
じ

へ至る御
お

成
なり

街道と、高松街道が分岐
する「御

お

林
はやし

の別
わか

れ股
また

」（現在の栗
りつ

林
りん

公園の東側に位置する）を描いたものとわかる。
そのふりだしから順番にコマを進んで中心を目指す形式になっているが、これは廻

まわ

り双六というタイプである。
　各コマを見てみると、街道の様々な様子が描かれていることがわかる。天狗面を
背負った金毘羅道

どう

者
じゃ

、赤飯を出すお店、お休み処
どころ

や宿屋、金毘羅の門前町にくると
金毘羅でこ（獄

ごく

門
もん

人形）を売るおみやげ屋、御札を配布する金
こん

光
こう

院
いん

、絵馬堂など見
どころがしっかりとおさえられ、最後の「上り」は金毘羅大権現の本社となってい
る。高松街道沿いの当時の様子を伺うことができる貴重な資料である。

常設展「夏休み子どもミュージアム　すごろくと子どもたち」にて ９ 月 １ 日（日）ま
で展示。
� 香川県立ミュージアム　専門学芸員　黛　友明

●�〈新連載〉キラリとひかる企業探訪�

株式会社ヒカリ
●地域資源を活かしたまちづくりの起爆剤
� 丸亀市長　松　永　恭　二

●�海城町・高松城下の都市デザイン�
―格子状街路網と領域性に着目して―

� 香川大学経済学部　教授　西　成　典　久
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視点

キラリとひかる企業探訪

寄稿

アンケート調査

経営情報

経営情報

My Health

最近の内外経済

香川の経済

❶ 地域資源を活かしたまちづくりの起爆剤
丸亀市長　松　永　恭　二

❷  創立70年！「生涯ありがとうの笑顔」のビジョンで社員の
個性を最大限発揮させる

株式会社ヒカリ

❽  海城町・高松城下の都市デザイン
―格子状街路網と領域性に着目して―

香川大学経済学部　教授　西　成　典　久

�  香川県内企業経営動向調査による景況感の現状および見通しについて 
（2024年 6 月実施）～ 2 期ぶりプラス～

�  「分けることで見えてくる」～経営改善の一丁目一番地～
中小企業診断士　髙　井　美　帆

�  フリーランスの取引に関する新しい法律の施行
香川労働局雇用環境・均等室

� 催し物のお知らせ
� 老化はじわりとやってくる

国立病院機構高松医療センター　名誉院長 
香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

�  景気は、このところ足踏みもみられるが、緩やかに回復し
ている

� 景気は、持ち直しの動きが一服している
� 経済指標
� 経済日誌
�  広告

 四国霊場休日へんろ vol.1　第一番 霊山寺

 ８ 月号より「雑感」に替わり「四国霊場休日へんろ」の連載を開始いたします。
長い間「雑感」をご愛読いただき誠にありがとうございました。

「調査月報」読者アンケートにご協力をお願いいたします
　日頃より「調査月報」をご購読いただき、誠にありがとうございます。「調査月報」誌面の充実に
よるより良い情報提供、地域経済への貢献等を目的として、読者アンケートを実施いたします。
　つきましては、ご多忙中誠に恐れ入りますが、下記の URL または QR コードからアクセスし、ア
ンケートにお答えいただき、忌憚のないご意見・ご要望をお聞かせいただければ幸いです。

なお、お答えいただきました回答は統計的に処理され、誌面充実のために当研究所のみで使用し、
その他の目的に使用することはございません。
　ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

《アンケート内容についてのお問い合わせ先》
　一般財団法人 百十四経済研究所（担当）羽原（はばら）
　連絡先：０８７–８３６–２４９２

パソコンから回答の場合
https://questant.jp/q/２０２４chousa

スマートフォンから回答の場合

小豆島オリーブ公園
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

多宝塔

本堂仁王門

第一番

霊 山 寺 寺名

宗派

本尊
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高野山真言宗

釈迦如来

行基

天平年間（729～749年）

のうまく さんまんだ ぼだなん ばく四国巡礼の発願の寺
　徳島県鳴門市にある霊山寺は、四国遍路のスタートでも
ありゴールでもあるお寺。毎日多くのお遍路さんが訪れます。
　寺伝によると、奈良時代、天平年間（729～749年）に聖
武天皇の発願により行基が開創したとされています。その
後、弘仁 6（815）年、空海がこの地で修法を行った際に、
天竺（インド）の霊

りょう

鷲
じゅ

山
せん

で釈迦が仏法を説く光景に似たイ
ンスピレーションを得たことから、「竺和山・霊山寺」と
命名されました。
　このとき空海は自身の念持仏であった釈迦誕生仏像を納
めて霊場開創の誓願を立てたといわれ、身長約14センチの
銅像が残っています。また、本堂奥殿には空海作と伝わる
釈迦如来坐像が本尊として祀られています（いずれも秘仏）。
　室町時代には阿波三大坊の一つとして荘厳な伽藍を誇り
ましたが、 2度の火災により多くを消失。現在最も古いの
は多宝塔で、応永年間（1394～1428年）の建造。風格のあ
る佇まいです。本堂の天井を埋め尽くす吊り灯籠と、その
灯りに浮かび上がる龍の天井画は必見。門を入ってすぐの
縁結び観音は、出会い、健康、仕事など様々な縁結びにご
利益があるとされています。

住所：徳島県鳴門市
大麻町板東塚鼻126
アクセス：電車／
JR高徳線板東駅か
ら徒歩約10分
車／高松自動車道板
野 ICから約3．1km
駐車場：無料

わたしの推しポイント
私にとって四国遍路の出発点となった特別
な札所です。納経所には遍路用品一式が揃
い、菅笠も豊富なサイズから試着できます。
遍路姿で一礼し、荘厳な仁王門から中に入
ると歴史ある多宝塔や縁結び観音、池に橋
が架かる美しく広い境内が見事で、天井の
龍の絵や、多数の吊り灯籠が幻想的な御本
堂では厳粛な気持ちに包まれます。
（百十四経済研究所 専務理事 所長 澁江政興）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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